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ュースによる事件も散見される（朝日新聞 2017， 毎日新聞 2017）． 
	 そうした中，スマートフォンの普及により，スマートフォンやタブレット端末を利用して
育児が行われるようになってきた．その結果，0 歳や 1 歳という低年齢からスマートフォン
が利用されるようになり，未就学児のスマートフォンを利用したインターネット接続率も
増加している．2 歳児ではすでに半数の 50％が，6 歳児では 72％がスマートフォン等の情
報端末を利用している（子供たちのインターネット利用について考える研究会	 2017）（図
1-1）． 




































	 こうしたことにより，日本では 2000 年を境にメディア・リテラシー教育に対して関心が
高まった．学校教育におけるメディア・リテラシー研究を牽引してきた日本教育工学会
（JSET）と日本教育メディア学会（JAEMS）における研究論文数および研究発表数は，
2000 年前後から増加している．JAEMS の研究発表に関しては，2011 年から増加傾向にあ
り，これは SNS やスマートフォンに対応したメディア・リテラシー研究が増加してきたか
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1.1.4. 学習指導要領とメディア・リテラシー 
	 浅井（2011）は，平成 20 年に改訂された学習指導要領を分析し，メディア・リテラシー









































































































図 1-4	 本論文の構成 
▋小学校教師によるメディア・リテラシーの授業実践の支援に関する研究 




































































































ー研究が増加している．また，特に 2005 年にピークを迎え，その後減少傾向にある（図 2-

























図 2-2 JSET と JAEMS のメディア・リテラシー研究発表の推移（後藤ほか 2015） 
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表 2-1 JAEMS における実践研究（後藤ほか 2015） 
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2.1.2. メディア・リテラシー研究の歴史的系譜 



































まっている（井上 2001，佐藤 2002）．また，新聞を活用した NIE（Newspaper In Education）
の授業（左口 2004）では，文章を批判的に読む授業が行われていた．国語科を中心に，教
科書でメディア・リテラシーを教えることができる教材が掲載されたことにより（学校図書 




























































図 2-5 情報・メディア・技術のリテラシーの相関図（山内 2003）	
▋小学校教師によるメディア・リテラシーの授業実践の支援に関する研究 




















図 2-6 複合的なメディア・リテラシーの構成要素（水越 1999） 
▋小学校教師によるメディア・リテラシーの授業実践の支援に関する研究 




















	 	 情報を伝達するメディアそれぞれの特質を理解する能力 
図 2-7 メディア・リテラシーの構成要素（旧郵政省	2000）	
▋小学校教師によるメディア・リテラシーの授業実践の支援に関する研究 
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	 ②「メディアを通じてコミュニケーションを創造する能力」 
	 	 情報の読み手との相互作用的（インタラクティブ）コミュニケーション能力 
	 ③「メディアにアクセスし，活用する能力」 
	 	 メディア（機器）を選択，操作し，能動的に活用する能力 
 
































































































































表 2-2	 ソーシャルメディア時代のメディア・リテラシーの構成要素（中橋 2014） 
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力は，「A 情報活用の実践力」「B 情報の科学的な理解」「C 情報社会に参画する態度」の 3
観点からなり，下位項目に 8 要素がある（文部科学省 2010）（表 2-3）．また，平成 29 年
公示学習指導要領では，情報活用能力についても各教科等において育むことを目指す資質・
能力と同様に，「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」
によって捉えることとされた（泰山ほか 2017）（表 2-4）．このことで情報活用能力の 3 観





表 2-3 情報活用能力の 3要素 8観点（文部科学省	2010）	
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	 また，中村（2014）によれば，第 2 次世界大戦後の中学校国語教科書教材と学習指導要
領を分析すると，メディア・リテラシーを育む取り組みは，4 期に分けられるという（中村 
2002）． 
第 1 期（昭和 25 年〜35 年）は「言語経験主義・民主教育のメディア・リテラシー」，第
2 期（昭和 36 年〜52 年）は「能力主義・マスコミ警戒型メディア・リテラシー」，第 3 期
（昭和 53 年〜63 年）は「国語教育から分離するメディア・リテラシー」，第 4 期（平成元
年以降）は「言語経験復活・情報教育のためのメディア・リテラシー」であり，それぞれの
時代のメディアに関する社会的な関心によって内容が描かれてきている． 
また，第 4 期の中はさらに 5 つに分類され，第 4−0 期：平成元年〜13 年（1989〜2001）
は「メディア情報に対する批判的分析の萌芽」，第 4−1 期：平成 14 年〜17 年（2002〜 2005）
「メディアの特性から展開した批判的分析の模索」，第 4−2 期：平成 17 年〜23 年（2005〜
2011）「メディア・リテラシーの概念とワークショップ型授業の定着」，第 4−3 期：平成 23
年〜27 年（2011〜 2015）「インターネット情報と映像学習の導入と情報内容の批判的分析」，
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ラシーを育成するための番組教材がある． 
「しらべてまとめて伝えよう〜メディア入門」（2000 年〜2004 年放送）は小学校第 3 学
年〜第 4 学年の情報分野を対象とした 15 分番組であった．子供達が，デジタルカメラ，ビ
デオカメラ，コンピュータ，インターネットなどのツールを活用して，自ら取材して情報を
収集し，壁新聞や Web ページの形にまとめて情報発信に取り組む姿をドキュメントした． 































































































をダウンロードして活用できる Web サイトとなっている． 
	 また，中橋ほか（2013）は，映像の理解・制作に関するメディア・リテラシー教育用 Web
教材「メディアを学ぼう」を開発している．映像の理解・制作に関して学ぶことは，以前と









































2017 年から 10 年間を遡って，学校教育に関連した授業実践研究を分析対象とする．また
『学習情報研究』は，毎年，メディア・リテラシーの特集を行っていることから，特集が確
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表 2-5 過去 10 年間『日本教育工学会論文誌』と『教育メディア研究』の	
授業実践研究（2007-2017）	
▋小学校教師によるメディア・リテラシーの授業実践の支援に関する研究 
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表 2-6 過去 4回の『学習情報研究』特集メディア・リテラシー（2014,	2015） 
▋小学校教師によるメディア・リテラシーの授業実践の支援に関する研究 








































¯ Åi¬  
CKVDGÌý*j
ă








































































¯ iujÜ  
3jă #i¬
jÜ3Ó C
表 2-7 過去 4回の『学習情報研究』特集メディア・リテラシー（2016,	2017） 
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	 学位別に見ると，教育学が 8 編，情報学系（情報学，情報科学，学際情報学，メディアデ




	 刊行年で見ると，2012 年が 6 編と最も多く，次いで 1999 年が 4 編，2008 年が 3 編，
2006 年，2007 年，2015 年が 2 編，2009 年，2011 年，2013 年，2014 年がそれぞれ 1 編
ずつとなっている．2000 年，2002 年，2003 年，2005 年，2010 年には刊行された博士論
文はなかった（図 2-10）． 




	 「概念・構成要素」は 2 編，「能力測定」は 3 編，「実践研究」は 5 編，「教材開発」は 3
編，「教員養成・教師教育・教師支援」は 1 編，「諸外国の動向」は 5 編，「メディア特性」
は 1 編，「メディア意識調査」は 0 編，「傾向と展望」は 1 編であった． 
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図 2-9 学位別に見る日本のメディア・リテラシーの博士論文 
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図 2-11 後藤ほか（2015）の分類から見た博士論文の種類 
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表 2-9 教員の 1週間当たりの学内総勤務時間 
 
表 2-9 教員の 1日当たりの学内勤務時間 
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表 2-10 教員の 1週間当たりの学内総勤務時間	
図 2-12	 教員の悩み（ベネッセ教育総合研究所	2017） 
▋小学校教師によるメディア・リテラシーの授業実践の支援に関する研究 





















図 2-13 大都市圏の教員年齢分布（文部科学省	2012） 
	
▋小学校教師によるメディア・リテラシーの授業実践の支援に関する研究 








	 こういった現状においては，情報教育を実践していく場合，教師は 3 つの壁にぶつかる













	 3 つ目の壁は，「ある程度自分の授業で ICT 活用を位置付けは見えたが，本心を言えば，
別に使わなくても自分の授業は可能であるという不安定な段階」，あるいは「ICT に詳しく
なんでもいろいろ試してみたい．しかしなぜ利用しているのかと尋ねられたらその根拠が
図 2-14	 情報教育での教師の成長の段階と壁（小柳 2010） 
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（2）一般的な教授方法についての知識（General Pedagogical Knowledge） 
（3）カリキュラムについての知識（Curriculum Knowledge） 
（4）内容と教授方法についての知識（Pedagogical Content Knowledge） 
（ 5 ）学習者と学習者特性についての知識（ Knowledge of Learners and Their 
Characteristics） 
（6）教育的文脈についての知識（Knowledge of Educational Contexts） 
（7）教育的目標・価値とそれらの哲学的・歴史的根拠についての知識（Knowledge of 













































図 2-15 授業についての教師の知識領域（吉崎 1987） 
▋小学校教師によるメディア・リテラシーの授業実践の支援に関する研究 





に関する知識や技能（Technological Knowledge）の 3 つの専門知識が必要であると言われ
ている（小柳 2017）． 
	 近年では，教育の情報化により，教師はメディアや ICT 等のテクノロジーの知識や技能
を駆使して学びの質や深まりを意識した学習等にも対応していくことが求められてきてい
る．その学習活動のデザインと密接にかかわる教師の専門知識を磨く取り組みとして，
Technological Pedagogical Content Knowledge（TPACK）がある（図 2-16）． 




った 3 つの教師の専門知識の関係をとらえようとする表現である．これは，Mishra and 
Koehler（2006）によって提案された考えである（小柳 2016）．Mishra and Koehler（2006）
よれば，もともと TPACK の発想は，教育的内容知識（Pedagogical Content Knowledge：
PCK）の理論（Shulman 1986）的な枠組みから由来している． 
	 TPACK は，PCK に加えて，技術に関する知識（Technological Knowledge：TK）が授業
を効果的また効率的にする上で，教師に求められるもう一つの重要な構成要素として捉え
られている． 








（Technological Pedagogical Knowledge：TPK）がある． 
	 また，技術と内容が互恵的に関係付けられる方法についての知識である⑥技術と関わる
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内容知識（Technological Content Knowledge：TCK）がある． 
	 最後に，3 つのすべての構成要素（内容，教育，技術）が統合された知識，あるいは，そ
れを越えて現れるある一つの知識の形態である⑦技術と関わる教育的内容知識
（Technological Pedagogical Content Knowledge：TPACK）で構成されている． 
	 TPACK を教師が磨き，うまく機能させていくためには，それを運用していくステップ（方
法）に目を向ける必要があることを指摘した研究もある（Niess et al. 2011）． 







図 2-16 技術と関わる教育的内容知識の枠組みとその知識の構成要素（KOEHLER 
and MISHRA （2008）の図を小柳（2017）が訳した） 
▋小学校教師によるメディア・リテラシーの授業実践の支援に関する研究 



















































格をもっている（Lampert 1985, Yinger 1987）．また，教師は授業実践の中で活用している
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デル」（秋田 1999）に基づいた教師の発達研究が行われている（坂本 2007）． 
	 木原（2004）は，教師たちへの授業設計に関する実験的研究やアクションリサーチでの
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を意味する⑤メディア・リテラシーと関わる教育的知識（Media Literacy Pedagogical 
Knowledge：MPK）とする． 
また，②と③の重なりにある知識をメディア・リテラシーと教科内容が相互に関連する内容に
ついての知識である⑥メディア・リテラシーと関わる内容知識（Media Literacy Content 
Knowledge：TCK）がある．具体的には，学習指導要領や教科単元の学習目標，学習内容と，メ
▋小学校教師によるメディア・リテラシーの授業実践の支援に関する研究 




識である⑦メディア・リテラシーと関わる教育的内容知識（Media Literacy Pedagogical 
Content Knowledge：MPACK）で構成した．図 2-18に示す． 
 
図 2-18 小学校教師の MPACK と知識獲得段階 
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メディア・リテラシーを育成する授業の初心者教師を対象とした研究が必要である． 










リテラシーを育成するための学習プログラムの開発と，その効果の検証を第 3 章と第 4 章
で行うこととする． 








































ついて第 5 章と第 6 章で行うこととする． 
	 MPACK の位置づけでは，第 5 章は③メディア・リテラシーに関する知識に該当する． 
 
2.9.3. Kirkpatrick の 4 レベルによる本研究のアプローチの位置づけ 
 Kirkpatrick（2016）は研修の評価を 4 段階で示している（表 2-13）（小柳 2017）．本論
文の研究計画は，Kirkpatrick の 4 段階モデルを参考にした．Kirkpatrick のレベル 2 に対応す
るものとして，第 3 章，第 4 章では教師の知識の獲得を検証し，レベル 3 に対応するものとし
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	 主体的態度は，「Web」「テレビ」「本」「新聞」のそれぞれ 4 項目ごとの合計 16 問で構成
されている．④ほぼ毎日，③週に数回，②月に数回，①ほとんど使わない，で質問した．質
問紙は付記 169 ページの１に示した． 
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ページの５に示した． 
	 メディア操作スキルは 7 問で構成されている．「パソコンを使うとき，当てはまるものに
一つだけ○をつけてください」という質問に対して，④できるし，よくする，③できる，②
できない，①何のことかわからない，で質問した．質問紙は付記 171 ページの６に示した． 
	 メディアに対する批判的思考は，傾向性 Web（6 問），傾向性マスコミュニケーション（11
問），技能（3 問），知識（4 問）で構成されている． 








問紙は付記 172 ページと 173 ページの８に示した． 
	 技能（3 問）は，Web 上のコマーシャル情報をみて，その商品を購入するかどうか判断に
迷っている状況を設定されている．具体的には，情報が信頼できるかどうか確かめるために
「必要だと思われる情報」や「調べ方」を考えられるだけ記述することを求めたり，最も適
切と思われる項目を選択させたりしている．項目 1 の回答は，複数書かれている場合は 2
点，1 つ書かれている場合は 1 点とした．また項目 2 と項目 3 は正答した場合それぞれ 1 点
とし，合計 4 点とした．質問紙は付記 174 ページと 175 ページの９に示した． 
	 知識（4 問）は，Web 掲示板上の匿名のコミュニケーションや管理者の書き込みのチェッ
クなどの状況が設定されている．具体的には，情報が信頼できるかどうか確かめるために
「必要だと思われる情報」や「調べ方」を考えられるだけ記述することを求めたり，最も適
切と思われる項目を選択させたりしている．項目 1 の回答は，複数書かれている場合は 2
点，1 つ書かれている場合は 1 点とした．また項目 2 と項目 3 は正答した場合それぞれ 1
点，項目 4 は適切に記述されていたと判断できた場合は 1 点とし，合計 5 点とした．質問
紙は付記 176 ページと 177 ページの１０に示した． 
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た（表 3-3）．表 3-3の網掛けは能力の向上や変容がみられた箇所を示している． 
	 A 教師では，Web 接触，信頼性，簡便性，傾向性（Web），傾向性（マスコミュニケーシ
ョン），知識（Web 上のコミュニケーション）の 6 項目で変容がみられた． 
	 B 教師では，Web 接触，主体的態度（テレビ），主体的態度（本），信頼性，簡便性，傾向
性（Web），傾向性（マスコミュニケーション），知識（Web 上のコミュニケーション）の 8
項目で変容がみられた． 
	 C 教師では，Web 接触，主体的態度（テレビ），主体的態度（本），速報性，傾向性（Web），
傾向性（マスコミュニケーション），知識（Web 上のコミュニケーション）の 7 項目で変容
がみられた． 
	 D 教師では，Web 接触，主体的態度（テレビ），主体的態度（本），速報性，傾向性（Web），
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図 3-4 C 教師の授業映像の一部 
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返っていた． 





図 3-6	 D 教師の書いた学習指導案の一部 
 
	 さらに D 教師は，6 年生の担任が 3 回目であることを理由に「同じ授業を 3 回繰り返し
てきているから，教科や単元の内容を十分に理解した上で授業を練ることができた．理解し
図 3-5 D 教師の授業映像の一部 
▋小学校教師によるメディア・リテラシーの授業実践の支援に関する研究 









確認された（表 3-4）．表 3-4の網掛けは能力の向上や変容がみられた箇所を示している． 
 




ション），知識（Web 上のコミュニケーション），技能の 12 項目で変容がみられた． 
F 教師では，Web 接触，主体的態度（テレビ），主体的態度（本），主体的態度（新聞），
速報性，信頼性，嗜好性，メディア操作スキル，傾向性（Web），傾向性（マスコミュニケ
ーション），知識（Web 上のコミュニケーション），技能の 12 項目で変容がみられた． 
	 G 教師では Web 接触，主体的態度（テレビ），主体的態度（本），速報性，嗜好性，メデ
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ィア操作スキル，傾向性（Web），傾向性（マスコミュニケーション），知識（Web 上のコミ
ュニケーション），技能の 10 項目で変容がみられた． 

















と述べた．このことは E 教師にとっての一つの変容として解釈できる． 



















































（5）教師 H に関する考察 

















図 3-9 	 G 教師の授業映像の一部 
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	 本章では，第 3 章の結果と考察を踏まえ，メディア・リテラシーの授業実践の継続が小学
校教師のメディア・リテラシーの育成に与える影響と，メディア接触が小学校教師のメディ
ア・リテラシーの育成に与える影響の 2 点に関して追跡調査によって明らかにする． 
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ラシーの育成に与える影響（研究の目的 1）と，第 3 章で示唆されたメディア接触が小学校


















































	 A 教師では，Web 接触，主体的態度（新聞）の 2 項目で向上がみられた．他方，批判的
思考・傾向性（マスコミュニケーション）の項目で低下がみられた． 



























	 C 教師では，主体的態度（Web 接触），主体的態度（本），主体的態度（新聞），メディア
操作スキル，メディアに対する批判的思考・傾向性（Web），メディアに対する批判的思考・
傾向性（マスコミュニケーション）の 6 項目で向上および変容がみられた． 






	 「質問項目 1 継続有無と継続しなかった理由」において，若手教師は 4 名中 2 名が授業
実践を継続していた．継続したのは B 教師と C 教師であり，実践を継続しなかったのは A
教師と D 教師であった． 
 
「2 継続理由・内容・動機付け」 
	 「2 継続理由・内容・動機付け」においては，若手教師の B 教師と C 教師が継続した理
表 4-2 質問紙調査の結果（若手教師） 
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ていた B 教師と C 教師は，本や新聞などのこれまで接してこなかった様々なメディアへの
接触を試みたり，これまで意識しなかったメディアについて言及したりしていた． 
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「4 日常接触メディア」 

















4.4.1. 研究の目的 1 に関する考察 
	 研究の目的 1 について考察する．若手教師は，トレーニングプログラム終了後もメディ
ア・リテラシー教育の授業実践を継続していた B 教師と C にはそれぞれ 6 項目で向上がみ
られ，継続していなかった A 教師と D はそれぞれ 2 項目であった．また，ベテラン教師も
若手教師と同様，トレーニングプログラム終了後にメディア・リテラシー教育の授業実践を
継続していた E 教師，F 教師，G 教師は 5 項目で向上がみられ，継続していなかった教師

























4.4.2. 研究の目的 2 に関する考察 
	 研究の目的 2 について考察する． 
	 若手教師は，ポストテスト終了後もメディア・リテラシー教育の授業実践を継続していた
B 教師と C 教師は主体的態度の項目で 3 項目の向上がみられた．一方，授業実践を継続し
ていなかった A 教師と D 教師には 2 項目の向上しかみられなかった．質問紙調査において
は，1 項目の違いしかみられなかったが，授業実践を継続していた B 教師と C 教師は，半
構造化インタビューにおいて新聞や本などこれまで接してこなかった様々なメディアへの
接触を試みたり，これまで意識しなかったメディアについて言及したりしていた． 
	 他方，メディア・リテラシー教育の授業実践を継続しなかった A 教師や D 教師には，新
しいメディアへ意識は向いていないと考えられる． 











続していた E 教師，F 教師は 1 項目，G 教師は 2 項目で向上し，授業実践を継続していな
かった教師 H も 2 項目で向上がみられた．しかし，ポストテスト以降，ベテラン教師は 4
名ともこれまで接触してこなかった新しいメディアに接していたことが半構造化インタビ
ューからは確認できた． 
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	 A 教師は学習指導案作成までに 22 回の行動をしていた．A5 ノートで約 16 ページ記述さ
れていた．文字数は 1839 文字であった． 
	 学習指導案は 1 年生学級活動で学習指導案を作成した．授業の目標を「名前や住所など
が個人情報というものであることを知り，個人情報はむやみに他人に聞いて得るものでは
ないことを知る」と設定した． 










5 月 24 日に一度記述されているので，1 回とカウント 
5 月 26 日に一度記述されているので，1 回とカウント 
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	 作成中盤では学級で起きた問題について記述をしている．A 児童は，B 児童から C 児童
が A 児童の悪口を言っていたと聞いたことから A 児童が C 児童をぶってしまうという問題











	 B 教師は学習指導案作成までに 20 回の行動をしていた．A5 ノートで約 14 ページ記述さ
れていた．文字数は 2641 文字であった． 













図 5-2 B 教師の行動記録ノートの記述 
 









	 作成後半において，Microsoft Word で学習指導案を書く過程では Web で「メディア・リ
テラシー」「評価規準」「指導案」とキーワードを決めて検索していた．評価規準の設定に悩
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	 C 教師は学習指導案作成までに 20 回の行動をしている．A5 ノートで約 12 ページ記述さ
れていた．文字数は 3916 文字であった． 





を発信する側としてのきまりを考えている」の 2 点を設定した． 







	 作成中盤は Web メディア・リテラシーの定義を参照している e-Words や ASCII.jp デジ
タル用語辞典，総務省で定義を確認し，記述していた．その後，6 つの授業実践の事例を参
照しており，例えば図 5−3 の教師 C の行動記録ノートのように，それぞれの授業実践の事
例の指導計画の流れを確認していた．実践事例を検索している際には「国語，社会，総合の
事例が多い」と記述をしていた． 
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図 5-3 C 教師の行動記録ノートの記述 
 
（4）D 教師の事例 
	 D 教師は学習指導案作成までに 24 回の行動をしていた．A5 ノートで約 25 ページ記述さ
れていた．文字数は 4528 であった． 
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表 5-2 生成されたカテゴリーと，カテゴリーの示す行動・状態	
図 5-4 若手教師 4名の授業設計に関する行動（時系列） 
,4E       	 



























	 行動回数は【A 理論や背景の参照】，【B学習指導案作成】，【C WEBの参照】，【D 実践の








	 A B C D E F 
 7 9 2 2 3 0 23
 30% 39% 9% 9% 13% 0% 100%
 5 5 3 7 0 1 21
 24% 24% 14% 33% 0% 5% 100%
 5 5 6 1 2 2 21
 24% 24% 29% 5% 10% 10% 100%
 10 6 4 2 2 0 24
 44% 24% 16% 8% 8% 0% 100%
7 6 3.75 3 1.75 0.75 22.25














	 E 教師は学習指導案作成までに 17 回の行動をしていた．A5 ノートで約 17 ページ記述さ
れ，1 日に 1 ページ使うように使用されていた．文字数は 5716 文字であった． 
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図 5-5	 E教師の行動記録ノートの記述 
 
（2）F 教師の事例 
	 F 教師は学習指導案作成までに 16 回の行動をしている．A5 ノートで約 10 ページ記述さ
れていた．文字数は 3619 文字であった． 





















図 5-6 F 教師の行動記録ノートの記述 
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（3）G 教師の事例 
G 教師は学習指導案作成までに 16 回の行動をしている．A5 ノートで約 20 ページ記述さ


















（4）教師 H の事例 
教師 H は学習指導案作成までに 18 回の行動をしている．A5 ノートで約 21 ページ記述

















教師 H はこれまで NIE（Newspaper In Education）を日常的に取り入れており，専門書
を読みながら，「NIE 実践とメディア・リテラシー教育は共通するところが多く，これまで








	 図 5-7 を生成されたカテゴリーに基づいて行動の傾向を説明する．授業設計の初期段階
では「A 理論や背景の参照」をする傾向があった．その後，「C 学校場面の想起」，「H 社会
との関連」がみられた． 
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図 5-7 ベテラン教師 4 名の授業設計に関する行動（時系列） 
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5.4.3. 生成されたカテゴリーに基づいた行動の傾向 
	 生成されたカテゴリーに基づき，ベテラン教師 4 名の行動を分類して割合を算出した．
その結果を表 5-5に示す． 
	 行動回数は「A 理論や背景の参照」，「B 学習指導案の作成」，「C 学校場面の想起」，「D 
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表 5-7 ノートへの記述数（ページ数，文字数，行動 1 回当たりの記述） 
 
 











 		 	 

A 3 22 16 1839 83.6
B 5 20 14 2641 132.1
C 3 20 12 3916 195.8
D 8 24 24 4528 188.7
E 20 17 17 5716 336.2
F 23 16 10 3619 226.2
G 33 16 20 6511 406.9
H 20 18 21 6224 345.8
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	 A 教師では，Web 接触，主体的態度（新聞）の 2 項目で向上がみられた．他方，批判的
思考・傾向性（マスコミュニケーション）の項目で低下がみられた． 
	 B 教師は，Web 接触，主体的態度（本），主体的態度（新聞），メディア特性の理解（信頼
性），メディア特性の理解（簡便性），メディアに対する批判的思考・傾向性（Web）の 6 項
目で向上および変容がみられた． 
	 C 教師では，主体的態度（Web 接触），主体的態度（本），主体的態度（新聞），メディア
操作スキル，メディアに対する批判的思考・傾向性（Web），メディアに対する批判的思考・
傾向性（マスコミュニケーション）の 6 項目で向上および変容がみられた． 
	 D 教師では，主体的態度（本），主体的態度（新聞）の 2 項目で向上がみられた．一方で，
メディアに対する批判的思考・傾向性（マスコミュニケーション）の項目で低下がみられた． 













































	 ベテラン教師への質問紙調査では，E 教師〜H のポストテストから約 1 年後の追跡調査
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7.2. 本研究で得られた成果からみた MPACK の知識獲得段階 
	 第 2 章では，TPACK から MPACK を生成し，先行研究を踏まえ，MPACK の❶から❹
までの知識獲得段階を示した（図 7-1）． 
 
図 7-1 MPACK の知識獲得段階 
 
	 本節では，第 3 章から第 6 章で得られた成果を鑑み，MPACK の知識獲得段階を示す（図


















表 7-1 MPACK の知識獲得段階とその内容 
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